































































































落ち着いているのが感じられる｡しかし､ ｢私｣を包む世界の禍々しく不気味な トー ンは､さらに深まっ


































































































































































































































































































































は､"Time'や T`ate"と同義となるO恋が ｢時｣や ｢運命｣に蝕まれて ｢虚しい｣ものになるなら､たとえ
そうなろうとも､という現実認識を伴った思いこそ､恋に永遠性を与えるものである｡すでにこの世には
いない恋人に向かっでbringmehereagain!"と叫ぶ ｢私｣を動かしているのは､若い日々と変わらない空
虚なェネルギーである｡それはまさに恋の情動に他ならない｡最終の2行で､ ｢私｣は自分が､恋の歓び
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御 奇謙一/虚洞に満ちるもの-ThomasHardyの恋愛詩におけるIHoll.W･のイメージ
に満ちあふれていた40年前の自分と何も変わっていない､と言う｡切なく､虚しく､そして恐ろしい言
葉である｡
真の､恋の ｢空虚さ｣は､それが想像力という何の根拠ももたない力が創り出す虚構であるところにあ
る｡だからこそ､その力さえ失わないならば､たとえ現実の恋がどんなに無残なものに変わり果てても､
たとえ相手の存在がこの世になくなったとしても､恋は在りつづけるのである｡
結
Hardyの恋愛詩の中で､も`onow"という語は､それぞれの作品のテーマに関連して特別な意味をもつ語
である｡ひいては､彼の感性や思想に深く関わる語でもある｡名詞として､窪地､岩や木の空洞､建物の
奥まった場所などを表す場合､それは登場人物の感情を暗示する.或るE`honow"に男女がいて､外界とは
隔絶する空間をつくっているとき､それは二人の恋を示唆する｡その二人がも`onow'から出て､外界に曝
される場所に在るとき､それは二人の結び付きの破綻を予告する.さらに､二人が居たも`onow"が空の状
態で描かれるとき､そこには恋の虚しさが浮かび上がる｡
Emmaをめぐる詩篇には､海に絡んで､も`olowfloor"､も`onowcave"のイメージがしばしば現れる.
Comwal1の断崖が切り立った海岸には海蝕洞が幾つも口を開き､荒れた波がその洞窟になだれ込むと､
深々とした不気味な音をたてる｡HardyのEmmaとの恋はその昔を背景に生まれ､その昔が響く中で高
揚した｡しかし､その昔が詩人としての Hardyを捉えたのは､ただ私的な経験に於いて恋と結び付いて
いたからだけではない｡それが､恋愛がもっている荒々しいエネルギーや､破壊性､空虚さ､ひいては人
の生そのものを象徴するものであったからである｡それゆえ､その昔は､たとえ海がない場所でも詩人の
耳には響き続けるのだ｡様々な詩の中で､も`olowfloor"､b`onowcave"のイメージは､微妙に形を変えて
変奏を響かせる｡その昔は､荒々しく､不気味で､人のいとなみから高波のように意味を奪い去っていく
ように思える｡しかし､虚しいということは真に何も無いことと同義ではない｡破綻することが予知でき
て始めから退いた恋は､まぶしい日々 の後に悔恨に苛まれる恋よりどれだけ豊かだろうか｡嚢のないとこ
ろに､空の水嚢の虚しさは存在しないのだoHardyばもolow"のイメジャリー を巧みに使うことによって､
生のエネルギーと醒めた認識のせめぎあいを､そして､その中にしか在り得ない人間の姿を描くことに成
功している｡
そこに､かつて水が入っていた水嚢がある｡それは空だけれど､水の匂いがする｡水の思い出に満ちて
いる｡私たちの想像力は､その空の嚢に満々と水を満たすことができる｡本物の水はやがて蒸発して消え
去るが､私たちの想像力が満たした水は､けっして消えることはない0
(了)
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